
 

２歳児 B児 事例② 



個別支援計画              （ 令和７年度 ～    年度）        （        保育園） 

児童名 性別 生年月日 担任 障がい・疾病等の状況 手帳の有無 

 

大阪 花子 

 

 

 女 

 
 ・気が散りやすい 

・音に過敏に反応する 

・表情が豊かで、笑顔が多い 

 

身体障害者手帳（      手帳  級） 

療育手帳  A ・ B1 ・ B2 

精神障害者保健福祉手帳 １級・２級・３級 

特別児童扶養手当 １級・２級 

入所年月日 

R7.4.1 

 

医療・相談機関 関係機関からの支援や情報 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

保護者の願い 支援の目標・内容 

 

 

令和７年度 

・友達と仲良く遊んでほしい。 

令和７年度 

・安心できる環境の中で保育園生活に慣れていけるように、保育者は子どもの気持ちに寄り添い受け止めていく。 

・保育者や友達と一緒に、好きな遊びを見つけて遊ぶことができるように、保育者が相手の気持ちを伝え、関わり方を 

知らせていく。 

・「自分でしたい」「自分でできた」という気持ちが育つように、保育者は基本的生活習慣における困りを見極め、困りに 

応じた具体的な手立てについて、担任間で連携して考えていく。 

この計画内容を確認しました。 令和   年   月   日        保護者名 

                                                                    
（就学前確認欄）  この支援計画書を就学先小学校に引継ぎすることに同意します。   令和  年  月  日   保護者名 

２歳児B児 事例② 



個別指導計画              （ ４月  ～ ５月 ）               （        保育園） 

児童名    大阪 花子 
家庭の様子：第１子の入園ということもあり、保護者も不安が大きいためか、家でも落ち着きのない様子が多

く、布団に入ることを嫌がり眠りも浅い。 

園長 担任(作成者) 

  

クラス年齢      ２     歳児 

項目 児童の姿 ねらい 具体的な支援・手立て 具体的な状況 評価・今後の課題 

生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

認
識 

・入園後、慣らし保育を２週間行

う。少しずつ、園生活に慣れてき

ている。 

・いろいろなことに興味があり、

笑顔が多く見られるようになる。 

・午睡の時間になると落ち着きが

なくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

・活動中や、活動と活動の間に、

他児とは違うところに行くことが

ある。 

 

 

 

 

 

・自分の布団に入る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の担任が分かる。 

 

 

 

 

 

 

・活動の終わりを知る。 

 

 

 

 

 

 

・自分の布団だと分かるように、好きなキ

ャラクターのタオルケットを保護者に準

備してもらう。 

・布団でゆったりと関われる時間をもて

るように、好きな絵本を１冊持ってきて

も良いことを伝えて誘いかける。 

 

 

 

・担任のことを認識しやすいようにする

ために、担任はクラスカラーの T シャツ

や帽子、クラス名の動物のワッペンなど

を身に付ける。 

・担任間で連携し、可能な限りそばにいて

声をかけてやり取りする。 

 

・活動が終わることを知らせるために、１

つの活動が終わるたびに、担任にハイタ

ッチすることを誘いかける。 

 

 

 

 

 

・自分のタオルケットが分か

り、喜んで布団に入る。 

 

・絵本は好きなようで、選んで

持ってくるようになる。 

・音が聞こえると、布団から出

ることがある。 

 

 

・担任が身に付けているもの

が、自分が被っている帽子の色

と同じということが分かり、

「いっしょ～」と言い、担任の

そばにいることが増える。 

・友達には、あまり興味がない。 

 

・ハイタッチはあまり喜ばな

い。 

 

 

 

 

 

・保護者に協力してもらえ、家

でも同じタオルケットを準備

してくれたことで、布団に入る

ことを嫌がることが減り、ねら

いは達成できた。 

・聴覚に敏感さがあるので、午

睡時の環境について担任間で

相談し、眠れる手立てを考え

る。 

・色は認識できている。 

・担任に、自分から関わってく

ることが増え、ねらいは達成で

きた。引き続き、丁寧に応答す

ることを心がけながら、友達に

も目を向けられるような支援

を考える。 

・活動の終わりが分からないこ

とが困りと思ったが、担任と一

緒にいることに安心すること

で、違うところに行くことは少

なくなる。このねらいは、適切

ではなかった。 

この計画内容を確認しました。               令和   年   月   日       保護者名 

２歳児B児 事例② 



個別指導計画               （  ６  月 ）               （        保育園） 

児童名    大阪 花子 
家庭の様子：布団に入ることを嫌がることは減ったが、眠りが浅くすぐに目覚める。母親に、保育園での話を

することが増えたが、友達のことは話さない。話を聞いてもらえないと、癇癪を起こすことがある。 

園長 担任(作成者) 

  

クラス年齢     ２      歳児 

項目 児童の姿 ねらい 具体的な支援・手立て 具体的な状況 評価・今後の課題 

生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

認
識 

・自分のタオルケットが分かり、

喜んで布団に入るようになり、保

育者に絵本を読んでもらうことを

喜んでいる。 

・物音が聞こえると落ち着かない

様子になり、布団から出ることは

続く。他児に比べると眠りが浅く、

早く目覚める。 

・担任が身に付けているものが、

自分が被っている帽子の色と同じ

ということが分かり、「いっしょ

～」と言って、担任のそばにいる

ことが増える。 

・１つの活動が終わるたびに、ハ

イタッチをすることは、あまり喜

ばず、担任が求めると、その場か

ら離れていく。 

・友達にはあまり興味がなく、自

分から関わることは少ない。 

 

 

・一定時間（１時間程度）眠る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・隣に座る友達の名前を知る。 

・心地よく入眠できるように、保育室内の

できるだけ物音の影響が少ない場所に布

団を敷き、パーティション等の囲いも検

討する。 

・パーティションを嫌がることも予測さ

れるので、遊びのコーナーにもパーティ

ションがある場所を設けることで、落ち

着ける空間であることを知らせる。 

 

・トランポリンを準備し、感覚の刺激を与

える。 

 

 

 

・入眠時間を分析するために保護者と協

力し、午睡と夜間の睡眠時間をリストに

する。 

・友達への興味をもたせることができる

ように担任間で相談し、気が合いそうな

子どもを隣同士の席にする。 

・保育者が意識して互いの名前を呼び、隣

の子どもの名前を知らせる。 

・いろいろな活動でも、席が隣の子どもと

ペアにして、保育者を仲立ちとして関わ

れる機会をつくる。 

・パーティションがなくても、

絵本の途中で寝入り、50分ほ

ど眠る日が増える。 

 

・パズルコーナー（パーティシ

ョンで囲われた空間）を好み、

簡単なパズルを繰り返しして

いる。 

・囲いのない他のコーナーで

は、遊びが転々とする。 

・給食時に落ち着かないことが

増え、立ち歩こうとする。 

 

 

 

 

 

・隣の子どもに興味をもつよう

になる。 

・保育者が「〇ちゃん（隣の子

ども）は、どーこだ？」と聞く

と、「こっち～」と指差しをする

ようになるが、自分から名前を

呼ぶことはない。 

・相手から名前を呼ばれると、

嬉しそうな表情になる。 

・決まった場所を固定し、人的・

物的環境を意識することで、ね

らいは達成できた。 

 

・先に遊びの空間にパーティシ

ョンを設置したことで、パーテ

ィションが有効であることが

分かり、好きな遊びを見つける

ことができた。 

・トランポリンは準備できなか

ったが、触覚にも敏感さがある

と思われるので、刺激を与える

活動については慎重に進めて

いく。 

・欠席もあったので、連続的な

記録は取れなかった。 

 

・友達に、興味をもつようにな

ったが、名前を呼ぶことはない

ので、引き続き、保育者が仲立

ちとなって関わりをもってい

けるようにする。 

・家庭でも、意識的に友達の名

前を出して、会話してもらうよ

う働きかける。 

この計画内容を確認しました。               令和   年   月   日       保護者名 

 

２歳児B児 事例② 



個別指導計画               （ ７月 ～ ８月 ）            （        保育園） 

児童名    大阪 花子 
家庭の様子：生活リズムが整ってきて、夜も一定時間は眠れるようになる。話を聞いてもらえないと、癇癪を

起こす姿は続いており、母親は手を焼いている。 好き嫌いがはっきりとしてきて、嫌いなものは絶対に食べ

ない。 

園長 担任(作成者) 

  

クラス年齢     ２      歳児 

項目 児童の姿 ねらい 具体的な支援・手立て 具体的な状況 評価・今後の課題 

生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

認
識 

以前は見られなかったが、給食時

に落ち着かないことが増え、立ち

歩こうとする。 

・保育園でも、絵本の途中で寝入

り、50分ほど眠る日が増える。物

音で目覚めそうになることもある

が、保育者がそばでとんとんする

と、再び入眠する。 

・パズルコーナー（パーティショ

ンで囲われた空間）を好み、簡単

なパズルを繰り返ししている。最

近は、ピースの多いパズルをして

いることもある。 

・囲いのない他のコーナーでは集

中することが難しいのか、遊びが

転々とする。 

 

・隣の子どもに興味をもつように

なり、保育者が「〇ちゃん（隣の

子ども）は、どーこだ？」と聞く

と、「こっち～」と指差しをするよ

うになるが、自分から名前を呼ぶ

ことはない。 

・相手から名前を呼ばれると、嬉

しそうな表情になり、保育者の方

を見てくる。。 

・一定時間は、座って給食を食

べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・隣に座る友達の名前を呼ぶ。 

・家庭のように、好き嫌いをはっきりと主

張することはないが、落ち着かない姿を

見せるのは、苦手なものがあるからかも

しれないので、給食時の様子や献立によ

っての違いなどを観察して探っていく。 

・食べることの楽しさを大切にした支援

を優先させることができるように、保育

者間で連携して丁寧な観察を行い、座っ

て美味しく食べることができる時間を把

握する。 

・「おいしいね」という言葉かけではなく、

子どもが自ら発するしぐさや言葉を見逃

さず共感する。 

 

 

 

 

・友達に興味をもつようになったが、名前

を知ることができるように「こっちは〇

ちゃん（隣のこども）、こっちは△ちゃん

（対象児）ね～」と引き続き名前を知らせ

る機会を多くもち、保育者が仲立ちとな

って関わりをもっていけるようにする。 

・家庭でも、意識的に友達の名前を出し

て、会話してもらうよう働きかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この計画内容を確認しました。               令和   年   月   日       保護者名 

 

２歳児B児 事例② 



 

２歳児 B児 事例② ポイント挿入 



個別支援計画              （ 令和７年度 ～    年度）        （        保育園） 

児童名 性別 生年月日 担任 障がい・疾病等の状況 手帳の有無 

大阪 花子 

 
 女 

 
 ・気が散りやすい 

・音に過敏に反応する 

・表情が豊かで、笑顔が多い 

 

身体障害者手帳（      手帳  級） 

療育手帳  A ・ B1 ・ B2 

精神障害者保健福祉手帳 １級・２級・３級 

特別児童扶養手当 １級・２級 

入所年月日 

R7.4.1 

 

医療・相談機関 関係機関からの支援や情報 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

保護者の願い 支援の目標・内容 

令和７年度 

・友達と仲良く遊んでほしい。 

令和７年度 

・安心できる環境の中で保育園生活に慣れていけるように、保育者は子どもの気持ちに寄り添い受け止めていく。 

・保育者や友達と一緒に、好きな遊びを見つけて遊ぶことができるように、保育者が相手の気持ちを伝え、関わり方を 

知らせていく。 

・「自分でしたい」「自分でできた」という気持ちが育つように、保育者は基本的生活習慣における困りを見極め、困りに 

応じた具体的な手立てについて、担任間で連携して考えていく。 

この計画内容を確認しました。 令和   年   月   日        保護者名 

                                                                    
（就学前確認欄）  この支援計画書を就学先小学校に引継ぎすることに同意します。   令和  年  月  日   保護者名 

在園期間中、この１枚に年度

ごとに追記する。 

施設内での検討時や、保護者との支援会議の際に

も、氏名記入のまま行うことで、該当児童以外の計

画と混同することを防ぐがことできる。但し、個人

情報の取り扱い及び管理には特段の注意を払う。 

保護者から聞き取った内容を、そのまま

書く。保護者との共有が難しい段階であ

れば、普段の会話から汲み取れる内容を

記載する。 

「保護者の願い」を汲み取りながら、対象児の育ちを様々な情報から総合的に判

断する中で「支援の目標・内容」を決めていくので、必ずしも「保護者の願い」

一つ一つに対しての支援が必要なわけではない。また、「保護者の願い」とは違う

視点での「支援の目標・内容」を考えていくことが必要な場合もある。 

支援の内容は教育的意図をもった働きかけを

具体的に記載する。 就学前教育カリキュラムP47.48

「２歳児カリキュラム」参照 

診断名等だけでなく、子どもの特性の

他に得意なことも記載しておくと、子

ども理解につながり計画が立てやすく

なる。 

２歳児B児 事例②（ポイント

手帳を取得していない場合は、この欄の内

容は削除せず、手帳を取得した時点で、該

当箇所に〇や必要内容を記載する。 

印字されていない様式の場合は、取得した

時点で記載する。 



個別指導計画                    （ ４月  ～ ５月 ）         （        保育園） 

児童名    大阪 花子 
家庭の様子：第１子の入園ということもあり、保護者も不安が大きいためか、家でも落ち着きのない様子が多

く、布団に入ることを嫌がり眠りも浅い。 

園長 担任(作成者) 

  

クラス年齢        ２   歳児 

項目 児童の姿 ねらい 具体的な支援・手立て 具体的な状況 評価・今後の課題 

生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

認
識 

・入園後、慣らし保育を２週間行

う。少しずつ、園生活に慣れてき

ている。 

・いろいろなことに興味があり、

笑顔が多く見られるようになる。 

・午睡の時間になると落ち着きが

なくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

・活動中や、活動と活動の間に、

他児とは違うところに行くことが

ある。 

 

 

 

 

 

・自分の布団に入る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の担任が分かる。 

 

 

 

 

 

 

・活動の終わりを知る。 

 

 

 

 

 

 

・自分の布団だと分かるように、好きなキ

ャラクターのタオルケットを保護者に準

備してもらう。 

・布団でゆったりと関われる時間をもて

るように、好きな絵本を１冊持ってきて

も良いことを伝えて誘いかける。 

 

 

 

・担任のことを認識しやすいようにする

ために、担任はクラスカラーの T シャツ

や帽子、クラス名の動物のワッペンなど

を身に付ける。 

・担任間で連携し、可能な限りそばにいて

声をかけてやり取りする。 

 

・活動が終わることを知らせるために、１

つの活動が終わるたびに、担任にハイタ

ッチすることを誘いかける。 

 

 

 

 

 

・自分のタオルケットが分か

り、喜んで布団に入る。 

 

・絵本は好きなようで、選んで

持ってくるようになる。 

・音が聞こえると、布団から出

ることがある。 

 

 

・担任が身に付けているもの

が、自分が被っている帽子の色

と同じということが分かり、

「いっしょ～」と言い、担任の

そばにいることが増える。 

・友達には、あまり興味がない。 

 

・ハイタッチはあまり喜ばな

い。 

 

 

 

 

 

・保護者に協力してもらえ、家

でも同じタオルケットを準備

してくれたことで、布団に入る

ことを嫌がることが減り、ねら

いは達成できた。 

・聴覚に敏感さがあるので、午

睡時の環境について担任間で

相談し、眠れる手立てを考え

る。 

・色は認識できている。 

・担任に、自分から関わってく

ることが増え、ねらいは達成で

きた。引き続き、丁寧に応答す

ることを心がけながら、友達に

も目を向けられるような支援

を考える。 

・活動の終わりが分からないこ

とが困りと思ったが、担任と一

緒にいることに安心すること

で、違うところに行くことは少

なくなる。このねらいは、適切

ではなかった。 

この計画内容を確認しました。               令和   年   月   日       保護者名 

２歳児B児 事例②（ポイント挿入） 
家庭での子どもの様子は、支援につながる大切な情報なので、必ず記載する。保護者との会

話で聞いたことであっても、大切な情報の１つである。施設での子どもの姿とリンクしてい

ると、保護者と一緒に手立てを共有することができる。 

子どもの姿はプラスの姿

も含めて具体的に書く。 

下線部分の姿を、「なぜ？」の視

点から見直すことが子ども理解

につながり、アセスメントの方

法を探っていくことができる。 

 

下線部分の姿は、生活面での施

設での姿と一致している。 

 

「児童の姿」からくる困り

を見極めて「ねらい」を立

て、「ねらい」に応じた必要

な「項目」を選ぶ。 

次のサイクルまでに達成できそうな「ねら

い」をスモールステップで立てる。評価しや

すいように、言い切りの文章にする。 

「ねらい」は多くても２つくらいが

適切である。０～２歳児は１つでも

良い。短いサイクルで達成できるこ

とで、子どもも保育者も達成感を感

じることができる。 

「具体的な支援・手立て」は、教育的意図

をもった働きかけを具体的に記載する。 

支援と手立ては、人的・物的環境面

と、援助面の両面から考えることが

望ましい。 

支援・手立てを行った結果、対象児

にどのような状況が見えているのか

を具体的に記載する。 

この欄には姿のみ

記載し、評価や課

題は記載しない。 

「具体的な状況」を踏まえて、「具体的な支援・手立

て」がどうであったか、ということを評価して書く。 

具体的な評価をしておくことで、次月

につなげていける。 

眠くない 

寝るのが嫌 

自分の布団が分からない 



個別指導計画                    （  ６  月 ）          （        保育園） 

 

児童名    大阪 花子 

家庭の様子：布団に入ることを痛がることは減ったが、眠りが浅くすぐに目覚める。母親に、保育園での話を

することが増えたが、友達のことは話さない。話を聞いてもらえないと、癇癪を起こすことがある。 

園長 担任(作成者) 

  

クラス年齢     ２      歳児 

項目 児童の姿 ねらい 具体的な支援・手立て 具体的な状況 評価・今後の課題 

生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

認
識 

・自分のタオルケットが分かり、

喜んで布団に入るようになり、保

育者に絵本を読んでもらうことを

喜んでいる。 

・物音が聞こえると落ち着かない

様子になり、布団から出ることは

続く。他児に比べると眠りが浅く、

早く目覚める。 

・担任が身に付けているものが、

自分が被っている帽子の色と同じ

ということが分かり、「いっしょ

～」と言って、担任のそばにいる

ことが増える。 

・１つの活動が終わるたびに、ハ

イタッチをすることは、あまり喜

ばず、担任が求めると、その場か

ら離れていく。 

・友達にはあまり興味がなく、自

分から関わることは少ない。 

 

 

・一定時間（１時間程度）眠る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・隣に座る友達の名前を知る。 

・心地よく入眠できるように、保育室内の

できるだけ物音の影響が少ない場所に布

団を敷き、パーティション等の囲いも検

討する。 

・パーティションを嫌がることも予測さ

れるので、遊びのコーナーにもパーティ

ションがある場所を設けることで、落ち

着ける空間であることを知らせる。 

 

・トランポリンを準備し、感覚の刺激を与

える。 

 

 

 

・入眠時間を分析するために保護者と協

力し、午睡と夜間の睡眠時間をリストに

する。 

・友達に興味をもたせることができるよ

うに担任間で相談し、気が合いそうな子

どもを隣同士の席にする。 

・保育者が意識して互いの名前を呼び、隣

の子どもの名前を知らせる。 

・いろいろな活動でも、席が隣の子どもと

ペアにして、保育者を仲立ちとして関わ

れる機会をつくる。 

・パーティションがなくても、

絵本の途中で寝入り、50分ほ

ど眠る日が増える。 

 

・パズルコーナー（パーティシ

ョンで囲われた空間）を好み、

簡単なパズルを繰り返しして

いる。 

 

・囲いのない他のコーナーで

は、遊びが転々とする。 

・給食時に落ち着かないことが

増え、立ち歩こうとする。 

 

 

 

 

・隣の子どもに興味をもつよう

になる。 

・保育者が「〇ちゃん（隣の子

ども）は、どーこだ？」と聞く

と、「こっち～」と指差しをする

ようになるが、自分から名前を

呼ぶことはない。 

・相手から名前を呼ばれると、

嬉しそうな表情になる。 

・決まった場所を固定し、人的・

物的環境を意識することで、ね

らいは達成できた。 

 

・先に遊びの空間にパーティシ

ョンを設置したことで、パーテ

ィションが有効であることが

分かり、好きな遊びを見つける

ことができた。 

・トランポリンは準備できなか

ったが、触覚にも敏感さがある

と思われるので、刺激を与える

活動については慎重に進めて

いく。 

・欠席もあったので、連続的な

記録は取れなかった。 

 

・友達に、興味をもつようにな

ったが、名前を呼ぶことはない

ので、引き続き、保育者が仲立

ちとなって関わりをもってい

けるようにする。 

・家庭でも、意識的に友達の名

前を出して、会話してもらうよ

う働きかける。 

この計画内容を確認しました。               令和   年   月   日       保護者名 

 

２歳児B児 事例②（ポイント挿入） 

前月からの

つながり 

前月の「具体的な状況」

に記載した姿と同じ内容

を、より具体的に書くこ

とで、つながりのある計

画になる。 

成長と課題を「児童の

姿」にきちんと書くこ

とで、保護者ととも

に、成長を確認し、次

の課題に向けた支援を

考えることができる。 

 

スモールステップで、具

体的なねらいを立てる。 

「具体的な支援・手立て」は、教育的

意図をもった働きかけを具体的に記

載する。 

「ねらい」が達成できたの

か、できなかったのか。で

きなかったのであれば、そ

の原因は何か、次にどのよ

うに改善していくのか、と

いうことを必ず記載する。 

次の月につなげることを

意識して、「評価・今後

の課題」を記載する。 

担任との信頼関係を基盤

として、次は友達との関

わりの第１段階をねらい

にする。 

前月の「評価・今後の課題」に記載した内容を、次月の

「具体的な支援・手立て」欄に具体的に記載する。 

「具体的な支援・手

立て」を行った中で

の子どもの姿を具体

的に記載する。 

新たに見えてきた姿を記載

しておくことで、次のねら

いにつなげていける。 

下線部分の姿は、生活面での施

設での姿と一致している。 

 



個別指導計画               （ ７月 ～ ８月 ）            （        保育園） 

児童名    大阪 花子 
家庭の様子：生活リズムが整ってきて、夜も一定時間は眠れるようになる。話を聞いてもらえないと、癇癪を

起こす姿は続いており、母親は手を焼いている。 好き嫌いがはっきりとしてきて、嫌いなものは絶対に食べ

ない。 

園長 担任(作成者) 

  

クラス年齢     ２      歳児 

項目 児童の姿 ねらい 具体的な支援・手立て 具体的な状況 評価・今後の課題 

生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

認
識 

・以前は見られなかったが、給食

時に落ち着かないことが増え、立

ち歩こうとする。 

・保育園でも、絵本の途中で寝入

り、50分ほど眠る日が増える。物

音で目覚めそうになることもある

が、保育者がそばでとんとんする

と、再び入眠する。 

・パズルコーナー（パーティショ

ンで囲われた空間）を好み、簡単

なパズルを繰り返ししている。最

近は、ピースの多いパズルをして

いることもある。 

・囲いのない他のコーナーでは集

中することが難しいのか、遊びが

転々とする。 

 

・隣の子どもに興味をもつように

なり、保育者が「〇ちゃん（隣の

子ども）は、どーこだ？」と聞く

と、「こっち～」と指差しをするよ

うになるが、自分から名前を呼ぶ

ことはない。 

・相手から名前を呼ばれると、嬉

しそうな表情になり、保育者の方

を見てくる。 

・一定時間は、座って給食を食

べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・隣に座る友達の名前を呼ぶ。 

・家庭のように、好き嫌いをはっきりと主

張することはないが、落ち着かない姿を

見せるのは、苦手なものがあるからかも

しれないので、給食時の様子や献立によ

っての違いなどを観察して探っていく。 

・食べることの楽しさを大切にした支援

を優先させることができるように、保育

者間で連携して観察を行い、座って美味

しく食べることができる時間を把握す

る。 

・「おいしいね」という言葉かけではなく、

子どもが自ら発するしぐさや言葉を見逃

さず共感する。 

 

 

 

 

・友達に興味をもつようになったが、名前

を知ることができるように「こっちは〇

ちゃん（隣のこども）、こっちは△ちゃん

（本児）ね～」と、引き続き名前を知らせ

る機会を多くもち、保育者が仲立ちとな

って関わりをもっていけるようにする。 

・家庭でも、意識的に友達の名前を出し

て、会話してもらうよう働きかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この計画内容を確認しました。               令和   年   月   日       保護者名 

 

前月からの

つながり 

前月の「具体的な状況」

に記載した姿と同じ内容

を、より具体的に書くこ

とで、つながりのある計

画になる。 

友達への興味は出てき

ているので、次のステ

ップとして、友達の名

前を知らせていく。 

午睡時の困りは一定、軽減され、生活面での

困りとして、家庭での姿に変化が見られる。 

食べる時間に見せる姿に、

家庭と施設では違いがある

が、その原因がどこにある

のかを探るために、今、見

えている姿に視点を充て、

ねらいを立てる。 

支援や手立ての内容は具体的に書くことで、担任間はもちろん、補助等でクラス

に入る保育者とも共有でき、どの職員であっても同じ支援をすることができる。 

「具体的な支援・手

立て」を行った中で

の子どもの姿を具体

的に記載する。 

前月の「評価・今後の課題」に記載し

た内容を、次月の「具体的な支援・手

立て」欄に具体的に記載する。 

 

この欄には姿のみ

記載し、評価や課

題は記載しない。 

「具体的な状況」を踏ま

えて、「具体的な支援・

手立て」が子どもの姿や

ねらいに合っていたのか

どうかを、評価として記

載する。上手くいったこ

とも評価としてきちんと

記載しておくことが重

要。 

「ねらい」が達成でき

たのか、できなかった

のか。できなかったの

であれば、その原因は

何か、次にどのように

改善していくのか、と

いうことを必ず記載す

る。 

 

いずれ、困りが大きくなる

かもしれない姿だが、この

姿に対しては、今はねらい

を立てない。 

具体的な評価をして

おくことで、次月に

つなげていける。 

２歳児B児 事例②（ポイント挿入） 


